
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

5 月 3日上野公園。あらとうと青葉若葉の日の光の中今年も出ました！ねぎぼうずのあさたろう劇団！

 親分の教室の生徒であさたろうファンの子が来てくれましたが、6月5日、大変な発見が！ 

 去年、雨で流れるとも知らずに、手を汚し、お菓子を食べ、お茶を飲みながら、どっさり作った紙粘土

による「みそだま」。（紙粘土を茶色にして、親指の先くらいの大きさに丸めて、小さく“ねんどのみそ”

と書いたしろもの）を、その６歳の子が、大切にとっておいてくれていました！ 

 「食べちゃだめよ、食べられないのよ、お口に入れないでね」と何回念を押したことか。それもこれも、

６巻で、みそだまのでんごろうがケチくさくちっちゃな味噌を子分たちに配って「やってくれぃ、やって

くれぃ」っていうところで、ねんどみそを観客に配り、でんごろうが「おいっ！聞いてんのかっ！」とキ

レるってやつがやりたいがため･･･な、なんでぃこりゃぁ！とツッこんでくれてもよかったのに、Ｈくん

ったら、筆箱からおっこちたら「あ、宝物が･･･」だって。   親分、泣けるぜぃ！ 
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ＫＲＡＣ（ＫＵＭＯＮ読書アドバイザークラブ）に参加しませんか？  
このたび、公文式教室の指導者、ＫＵＭＯＮグループの社員の方で、ＪＰＩＣ「読書アドバイザー」を取得

されている皆さまで「ＫＲＡＣ」（ＫＵＭＯＮ読書アドバイザークラブ）を設立したいと考えました! 身近に、

ＪＰＩＣの読書アドバイザーをお持ちの方をご存知の方は、ぜひお声をかけていただき、ご参加ください！ 

設立の目的 

読書アドバイザーという資格を持ちながら、公文の教室で、子どもたちが本に出会う現場を日々見ているか

らこそ、また、ＫＵＭＯＮの理念の中で日々多くの教育の最前線でご活躍いただいているＫＵＭＯＮグループ

の社員の方だからこそ、お感じになったり、研究を深められることも多いのではないでしょうか？例えば昨今

「ヤングアダルトに本を」ということが叫ばれるようになりました。出版社などでも「ヤングアダルトにはこ

の１冊」というおすすめの本リストを提供したりと、様々な取り組みがなされています。 

しかし、本当に思春期に本が読める、そして本当につらいときに一冊の本によって生きる力を得ることがで

きる子に育てるためには「リスト」だけではない何かが必要なはず。子どもたちに本当に届くのはどんな本か？

どんな風に伝えればいいのか。そしてどんな反応を持って受け入れてくれるのか。それは、生徒さんの読書の

様子に、日々触れている私たちからこそ発信できること、伝えられることなのではないでしょうか。 

このＫＲＡＣの活動の目標は「読書を通じて世界平和に貢献する」…なんちゃって。 

具体的な活動内容 

年に３回程度の定例会、メールでの情報共有を通じ、各方面への本の紹介、セミナーの開催、作家さんとの

ブックトーク、読み聞かせ会実施、読み聞かせ講習会実施、勉強会、調査、検証などの活動を展開する。 

第一回発足会について 

ＫＲＡＣでできること、夢、その方向性をご一緒に考える「第一回発足会」を、下記に実施いたします。 

この日は、「ブックフェア」が2日間開催されており、本が安価に購入できたり、本に関する情報も多く得

られるイベントが実施されています。ぜひ当「ＫＲＡＣ」とあわせてお越しいただければと存じます。 

ＫＲＡＣ 第１回発足会 
集合場所：２００９年７月１２日（日）１３時 東京ブックフェア くもん出版ブース 
     （集合後、近隣の喫茶店などに移動し １３時３０分～１５時３０分頃まで発足会を行います、） 

  出席予定の方は、上記大野メールアドレスまたは大野携帯：090－4279－9000までご一報ください。 

＜ＫＡＲＡＣ発起人＞ 

   土屋 育子（ＪＲＡＣ１３期 公文式雑司が谷教室 ＮＰＯ法人おにぎり文庫の種理事長） 

   片山 壮平（ＪＲＡＣ１３期 社長室調査企画チーム  

大野 直子（ＪＲＡＣ１３期 くもんｽﾋﾟｰﾄﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｾﾝﾀｰ ＮＰＯ法人おにぎり文庫の種副理事長） 


